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傾向スコアモデルにおける変数選択手法

因果推論の分野において交絡を制御するための効果的なアプローチとして傾向スコアによ
る方法が広く用いられている．傾向スコアを用いて処置効果を推定する際は，傾向スコアモ
デルに含める共変量の選択が重要である．処置にのみ影響を与える変数を傾向スコアモデル
に含めると平均処置効果の推定量の分散が大きくなり，バイアスの原因になること，結果変
数のみ影響を与える変数を傾向スコアモデルに組み込むと平均処置効果の推定量の分散が小
さくなるということがシミュレーションにより示唆されている [1][2]．有向非巡回グラフや背
景知識を使用し，どの共変量を含めるかを決定することが望ましいが，事前知識が不足する
場合や候補となる変数が非常に多い場合には，他の方法を検討する必要が生じる．
そのような状況の対処法の一つとして，データ駆動型アプローチがある．しかし，従来の

データ駆動型のアプローチであるステップワイズ法やスパース推定などの罰則付き回帰手法
は因果推論の立場から妥当な変数を選択する方法にはなっておらず，そのまま適用すると不
適切な結果を導くことが懸念される．
本抄読会では，傾向スコアモデルにおける変数選択を行う手法として Outcome adaptive

lasso (OAL)[3]を紹介する．従来の手法との比較や実データへの適用例を紹介する．さらに，
最近提案された OALの発展である Generalized outcome adaptive lasso[4]を紹介する．
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